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(57)【要約】
【課題】　十分に手洗浄されていない内視鏡を洗浄消毒
した場合においても、濃度計に対するハロゲンの作用を
防ぎ、濃度計の交換サイクルの短縮を抑える内視鏡リプ
ロセッサおよび内視鏡リプロセス方法を提供する。
【解決手段】　内視鏡リプロセッサ１は、内視鏡を収容
する処理槽２３と、処理槽２３にハロゲンの還元剤を導
入する還元剤導入部Ｒｄと、処理槽２３に消毒液または
滅菌液を導入する薬液導入部Ｄと、還元剤導入部Ｒｄを
駆動した後で薬液導入部Ｄを駆動する制御部７１と、を
含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡を収容する処理槽と、
　前記処理槽にハロゲンの還元剤を導入する還元剤導入部と、
　前記処理槽に消毒液または滅菌液を導入する薬液導入部と、
　前記還元剤導入部を駆動した後で前記薬液導入部を駆動する制御部と、
を含むことを特徴とする内視鏡リプロセッサ。
【請求項２】
　前記処理槽にすすぎ液を導入するすすぎ液導入部を含み、
　前記制御部は、前記還元剤導入部を駆動した後、かつ、前記薬液導入部を駆動する前に
前記すすぎ液導入部を駆動することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項３】
　前記還元剤導入部は、前記ハロゲンの還元剤と洗浄液との混合液を前記処理槽に導入す
ることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項４】
　前記消毒液または前記滅菌液の濃度を測定する電気化学式の濃度計を含むことを特徴と
する請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項５】
　前記ハロゲンの還元剤は、
　液温２５℃の際のＯＲＰ電位が１０８０ｍＶ以下の水溶液であることを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項６】
　前記ハロゲンの還元剤は、
　液温２５℃の際のＯＲＰ電位が５３０ｍＶ以下の水溶液であることを特徴とする請求項
４に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項７】
　前記ハロゲンの還元剤は、
　ビタミンＣ水溶液、過炭酸ナトリウム水溶液、炭酸ナトリウム水溶液、過酸化水素水溶
液、および炭酸からなる群より選択された少なくとも１種の水溶液であることを特徴とす
る請求項１に記載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項８】
　前記消毒液および前記滅菌液は、
　少なくとも、過酢酸と過酸化水素とを含む混合液であることを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡リプロセッサ。
【請求項９】
　内視鏡にハロゲンの還元剤を接触させるステップＩと、
　前記ステップＩの後で内視鏡を消毒液または滅菌液に接触させるステップＩＩと、
　を含むことを特徴とする内視鏡リプロセス方法。
【請求項１０】
　前記ステップＩと前記ステップＩＩとの間に、
　内視鏡をすすぐステップＩＩａを含むことを特徴とする請求項９に記載の内視鏡リプロ
セス方法。
【請求項１１】
　前記ステップＩにおいて、前記ハロゲンの還元剤は洗浄液と混合した状態で内視鏡に接
触させることを特徴とする請求項９に記載の内視鏡リプロセス方法。
【請求項１２】
　前記ステップＩＩの後で、
　電気化学式の濃度計で前記消毒液または前記滅菌液の濃度を測定するステップＩＩＩを
含むことを特徴とする請求項９に記載の内視鏡リプロセス方法。
【請求項１３】
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　前記ハロゲンの還元剤は、
　液温２５℃の際のＯＲＰ電位が１０８０ｍＶ以下の水溶液であることを特徴とする請求
項９に記載の内視鏡リプロセス方法。
【請求項１４】
　前記ハロゲンの還元剤は、
　液温２５℃の際のＯＲＰ電位が５３０ｍＶ以下の水溶液であることを特徴とする請求項
１３に記載の内視鏡リプロセス方法。
【請求項１５】
　前記ハロゲンの還元剤は、
　ビタミンＣ水溶液、過炭酸ナトリウム水溶液、炭酸ナトリウム水溶液、過酸化水素水溶
液、または炭酸であることを特徴とする請求項９に記載の内視鏡リプロセス方法。
【請求項１６】
　前記消毒液および前記滅菌液は、
　少なくとも、過酢酸と過酸化水素とを含む混合液であることを特徴とする請求項９に記
載の内視鏡リプロセス方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡リプロセッサおよび内視鏡リプロセス方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被検体に使用された内視鏡を消毒液等の薬液によって洗浄消毒する内視鏡洗浄消
毒装置がある。消毒液は、薬液タンクに貯留され、有効濃度よりも低くならないように、
使用前に濃度測定される。
【０００３】
　例えば、特開２０１６－２３９５８号公報では、貯留部に貯留された溶液中に濃度計の
電極を浸からせ、ポーラログラフ法によって溶液中の電解質の濃度測定をする内視鏡洗浄
消毒装置が開示される。
【０００４】
　また、一般に、内視鏡検査では、病変が発見しやすくなるように、ヨウ素等のハロゲン
を含む染色液によって被検体を染色することがある。
【０００５】
　検査で使用された内視鏡は、作業者により手洗浄された後、内視鏡リプロセッサでリプ
ロセスされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１６－２３９５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　検査に使用された内視鏡が十分に手洗浄されていなかった場合、内視鏡に付着していた
ハロゲンが内視鏡リプロセッサの消毒液に混ざり、濃度計の電極に作用して、濃度計の交
換サイクルを短縮させる懸念がある。
【０００８】
　そこで、本発明は、ハロゲンが付着した内視鏡を洗浄消毒する場合において、確実に濃
度計に対するハロゲンの作用を防ぎ、濃度計の交換サイクルの短縮を抑える内視鏡リプロ
セッサおよび内視鏡リプロセス方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
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　本発明の一態様の内視鏡リプロセッサは、内視鏡を収容する処理槽と、前記処理槽にハ
ロゲンの還元剤を導入する還元剤導入部と、前記処理槽に消毒液または滅菌液を導入する
薬液導入部と、前記還元剤導入部を駆動した後で前記薬液導入部を駆動する制御部と、を
含む。
【００１０】
　本発明の一態様の内視鏡リプロセス方法は、内視鏡にハロゲンの還元剤を接触させるス
テップＩと、前記ステップＩの後で内視鏡を消毒液または滅菌液に接触させるステップＩ
Ｉと、を含む。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、ハロゲンが付着した内視鏡を洗浄消毒した場合においても、濃度計に
対するハロゲンの作用を防ぎ、濃度計の交換サイクルの短縮を抑える内視鏡リプロセッサ
および内視鏡リプロセス方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの構成を示すブロック図である
。
【図２】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサの濃度計の構成を説明するため
の説明図である。
【図３】本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサのリプロセス処理の流れを示す
フローチャートである。
【図４】本発明の実施形態の変形例１に係わる、内視鏡リプロセッサのリプロセス処理の
流れを示すフローチャートである。
【図５】本発明の実施形態の変形例２に係わる、内視鏡リプロセッサのリプロセス処理の
流れを示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施形態の変形例３に係わる、内視鏡リプロセッサのリプロセス処理の
流れを示すフローチャートである。
【図７】本発明の実施形態の変形例４に係わる、内視鏡リプロセッサのリプロセス処理の
流れを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照しながら、本発明の実施形態を説明する。
【００１４】
　（構成）
　図１は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の構成を示すブロック図で
ある。図２は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１の濃度計３１ｅの構成
を説明するための説明図である。図１では、電気信号線は、省略される。
【００１５】
　内視鏡リプロセッサ１は、汚染された内視鏡、および、内視鏡の部品または付属品等（
以下、単に「付属品」という）のリプロセス処理を行う装置である。ここでいうリプロセ
ス処理とは、特に限定されるものではなく、水によるすすぎ、有機物等の汚れを落とす洗
浄、所定の微生物を無効化する消毒、全ての微生物を排除、もしくは、死滅させる滅菌、
または、これらの組み合わせのいずれであってもよい。付属品は、特に限定されず、例え
ば、使用時に内視鏡に装着されてリプロセス処理時に内視鏡から取り外される吸引ボタン
、送気送水ボタン、または内視鏡先端を覆う先端カバーなどが挙げられる。
【００１６】
　内視鏡リプロセッサ１は、トップカバー１１と、装置本体２１とを有する。
【００１７】
　トップカバー１１は、装置本体２１の上部に開閉自在に設けられる。トップカバー１１
を開けると、後述する処理槽２３内は、外部に露出する。
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【００１８】
　装置本体２１は、操作部２２と、処理槽２３と、薬液導入部Ｄと、排液口３２と、送流
体部Ｌと、洗浄液導入部Ｃと、還元剤導入部Ｒｄと、すすぎ液導入部Ｒｉと、を有する。
【００１９】
　操作部２２は、装置本体２１の前部に設けられ、内視鏡のリプロセス処理に関する各種
指示入力が可能である。
【００２０】
　処理槽２３は、内視鏡を収容できるように、凹状に形成される。
【００２１】
　薬液導入部Ｄは、処理槽２３に薬液を導入できるように構成される。薬液導入部Ｄは、
薬液ノズル３１と、薬液タンク３１ａと、薬液ポンプ３１ｂとを有する。薬液は、例えば
、過酢酸と過酸化水素を含む混合液によって構成される消毒液である。なお、薬液は、消
毒液ではなく、滅菌液であっても構わない。
【００２２】
　薬液ノズル３１は、処理槽２３に薬液を吐出できるように、処理槽２３に設けられる。
【００２３】
　薬液タンク３１ａは、薬液を貯留可能である。薬液タンク３１ａは、薬液ノズル３１に
接続される。薬液タンク３１ａは、ボトル接続部３１ｃに装着された薬液ボトルＢから薬
液の原液を導入される。薬液の原液は、すすぎ液導入部Ｒｉから導入される水によって希
釈され、所定濃度の薬液に調製される。尚、図１では水フィルタ６３を通過した水は処理
槽２３を介して薬液タンク３１ａに導入されてもよい。
【００２４】
　薬液タンク３１ａは、ドレーン弁３１ｄと接続される。ドレーン弁３１ｄが開状態にな
ると、薬液タンク３１ａ内の薬液は、外部に排出される。
【００２５】
　薬液タンク３１ａ内には、濃度計３１ｅが設けられる。図２に示すように、濃度計３１
ｅは、電極Ｅ間の電流値によって薬液の濃度を測定する電気化学式センサを有する。濃度
計３１ｅは、底部に浸透膜Ｍが設けられたハウジングを有する。ハウジング内には、内部
液が充填され、３つの電極Ｅが設けられる。
【００２６】
　浸透膜Ｍは、濃度計３１ｅの外側から内側方向へ、順に、測定層、乾燥層、放出層を有
する。測定層には、薬液タンク３１ａ内の薬液が浸透する。また、放出層には、濃度計３
１ｅ内の内部液が浸透する。内部液よりも薬液の濃度が高いとき、薬液内の測定対象は、
測定層から乾燥層に気化して浸透し、乾燥層から放出層内の内部液に溶出し、放出層から
内部液内に放出される。一方、薬液よりも内部液の濃度が高いとき、内部液内の測定対象
は、放出層、乾燥層および測定層を介し、薬液内に放出される。したがって、内部液の濃
度は、薬液の濃度に応じて変化する。
【００２７】
　３つの電極Ｅには、後述する制御部７１と接続され、制御部７１の制御の下、所定電圧
が印加される。所定電圧が印加されると、所定の一対の電極Ｅには、内部液の濃度に応じ
た電流が流れる。濃度計３１ｅは、３つの電極Ｅのうち、所定の一対の電極Ｅに流れる電
流の電流値を制御部７１に出力する。なお、図２では、電極Ｅが３つの場合を図示したが
、電極Ｅは２つでも構わないし、４つ以上でも構わない。また、図２の濃度計３１ｅは、
濃度計３１ｅの一例であり、電極Ｅを薬液に接触させて濃度を測定する他の濃度センサで
あっても構わない。
【００２８】
　図１に戻り、薬液ポンプ３１ｂは、薬液タンク３１ａから処理槽２３に送液する。薬液
ポンプ３１ｂは、薬液タンク３１ａと薬液ノズル３１の間の管路に配置される。薬液ポン
プ３１ｂは、制御部７１と接続され、制御部７１の制御の下、薬液タンク３１ａから薬液
を取り込み、薬液ノズル３１を介し、処理槽２３に送液可能である。
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【００２９】
　排液口３２は、処理槽２３に設けられ、処理槽２３に貯留された液体を排液するための
開口を有する。排液口３２は、三方切替弁と接続される。三方弁３２ａは、制御部７１に
よって制御される方向切替弁によって構成される。排液口３２は、三方弁３２ａを介し、
薬液タンク３１ａおよび外部排液手段３２ｂのいずれか一方と連通する。
【００３０】
　送流体部Ｌは、循環口４１から処理槽２３の液体を取り込み、また、付属品ケース４２
、コネクタ４３および循環ノズル４４に送気または送液できるように構成される。送流体
部Ｌは、循環口４１と、送液ポンプ４１ａと、流路切替弁４１ｂと、エアコンプレッサ４
１ｃと、アルコールポンプ４１ｄと、アルコールタンク４１ｅと、循環ポンプ４１ｆと、
給水切替弁４１ｇと、を有する。
【００３１】
　循環口４１は、処理槽２３に貯留された液体を取り込めるように処理槽２３に設けられ
、送液ポンプ４１ａと、循環ポンプ４１ｆに接続される。
【００３２】
　送液ポンプ４１ａは、処理槽２３の液体を付属品ケース４２およびコネクタ４３に送液
する。送液ポンプ４１ａは、循環口４１と、流路切替弁４１ｂとの間の管路に配置される
。送液ポンプ４１ａは、流路切替弁４１ｂを介し、付属品ケース４２およびコネクタ４３
のいずれか一方に連通可能である。送液ポンプ４１ａは、制御部７１に接続され、制御部
７１の制御の下、循環口４１から処理槽２３の液体を取り込み、流路切替弁４１ｂに接続
する管路に送液可能である。
【００３３】
　流路切替弁４１ｂは、制御部７１に接続される方向切替弁によって構成される。流路切
替弁４１ｂは、送液ポンプ４１ａ、エアコンプレッサ４１ｃ、アルコールポンプ４１ｄ、
付属品ケース４２およびコネクタ４３に接続され、制御部７１の制御の下、少なくとも送
液ポンプ４１ａ、エアコンプレッサ４１ｃおよびアルコールポンプ４１ｄのいずれか一つ
と、少なくとも付属品ケース４２およびコネクタ４３のいずれか一つと、を連通させる。
【００３４】
　エアコンプレッサ４１ｃは、外部の空気を付属品ケース４２およびコネクタ４３に送気
する。エアコンプレッサ４１ｃは、外部に開放され、また、流路切替弁４１ｂに連通する
。エアコンプレッサ４１ｃは、制御部７１に接続され、制御部７１の制御の下、外部から
空気を取り込み、流路切替弁４１ｂに接続される管路に送気をする。
【００３５】
　アルコールポンプ４１ｄは、制御部７１に接続され、制御部７１の制御の下、アルコー
ルタンク４１ｅ内に貯留される除水用のアルコールをコネクタ４３に送液する。
【００３６】
　循環ポンプ４１ｆは、処理槽２３の液体を循環ノズル４４に送液する。循環ポンプ４１
ｆは、循環口４１と、循環ノズル４４との間の管路に配置される。循環ポンプ４１ｆは、
制御部７１に接続され、制御部７１の制御の下、循環口４１から液体を取り込み、循環ノ
ズル４４に送液をする。
【００３７】
　給水切替弁４１ｇは、制御部７１に接続される方向切替弁によって構成される。給水切
替弁４１ｇは、循環ポンプ４１ｆと、すすぎ液導入部Ｒｉと、循環ノズル４４と、に接続
され、制御部７１の制御の下、循環ポンプ４１ｆおよびすすぎ液導入部Ｒｉのいずれか１
つと、循環ノズル４４と、を連通させる。
【００３８】
　付属品ケース４２は、付属品を収納する。付属品ケース４２の底部は、付属品ケース４
２内に流体を導入できるように、流路切替弁４１ｂと接続される。
【００３９】
　コネクタ４３は、図示しない接続チューブを介して内視鏡と接続される。なお、コネク
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タ４３は、接続チューブを介さずに直接接続される構造であってもよい。コネクタ４３は
、内視鏡に流体を導入できるように、流路切替弁４１ｂと接続される。
【００４０】
　洗浄液導入部Ｃは、処理槽２３に洗浄液を導入できるように構成される。洗浄液導入部
Ｃは、洗浄液還元剤ノズル５１と、洗浄液タンク５２ａと、洗浄液ポンプ５２ｂと、を有
する。
【００４１】
　洗浄液還元剤ノズル５１は、処理槽２３に設けられ、処理槽２３に洗浄液および還元剤
を吐出する。
【００４２】
　洗浄液タンク５２ａは、洗浄液を貯留できるように構成される。洗浄液タンク５２ａは
、洗浄液還元剤ノズル５１と接続される。
【００４３】
　洗浄液は、例えば、水酸化ナトリウムを含むアルカリ性洗浄液である。
【００４４】
　洗浄液ポンプ５２ｂは、洗浄液還元剤ノズル５１と洗浄液タンク５２ａの間に設けられ
、制御部７１の制御の下、洗浄液タンク５２ａに貯留された洗浄液を処理槽２３に導入す
る。
【００４５】
　還元剤導入部Ｒｄは、処理槽２３にハロゲンの還元剤を導入できるように構成される。
還元剤導入部Ｒｄは、洗浄液還元剤ノズル５１と、還元剤タンク５３ａと、還元剤ポンプ
５３ｂと、を有する。図１では、洗浄液導入部Ｃと還元剤導入部Ｒｄは、共に洗浄液還元
剤ノズル５１を有するが、洗浄液導入部Ｃと還元剤導入部Ｒｄの各々は、互いに異なるノ
ズルを有しても構わない。
【００４６】
　還元剤タンク５３ａは、還元剤を貯留できるように構成される。還元剤タンク５３ａは
、洗浄液還元剤ノズル５１と接続される。
【００４７】
　ハロゲンの還元剤は、ハロゲンを還元できるものであればよく、好ましくは、液温２５
℃の際のＯＲＰ電位が１０８０ｍＶ以下の水溶液である。より好ましくは、還元剤は、液
温２５℃においてＯＲＰ電位が５３０ｍＶ以下の水溶液である。ハロゲンの還元剤は、例
えば、ビタミンＣ水溶液、過炭酸ナトリウム水溶液、炭酸ナトリウム水溶液、過酸化水素
水溶液、および炭酸からなる群より選択された少なくとも１種の水溶液である。
【００４８】
　還元剤ポンプ５３ｂは、洗浄液還元剤ノズル５１と還元剤タンク５３ａの間に設けられ
、制御部７１の制御の下、還元剤タンク５３ａに貯留された還元剤を処理槽２３に導入す
る。
【００４９】
　すすぎ液導入部Ｒｉは、処理槽２３にすすぎ液を導入できるように構成される。すすぎ
液導入部Ｒｉは、給水ホース接続部６１と、水導入弁６２と、水フィルタ６３と、希釈弁
６４とを有する。
【００５０】
　給水ホース接続部６１は、外部給水手段Ｗに接続される。
【００５１】
　水導入弁６２は、給水ホース接続部６１と水フィルタ６３の間の管路に設けられる。水
導入弁６２は、制御部７１に接続され、制御部７１の制御の下、給水ホース接続部６１か
ら水フィルタ６３への給水を開始または停止する。
【００５２】
　水フィルタ６３は、希釈弁６４に接続され、給水ホース接続部６１から導入された水を
濾過し、希釈弁６４に導入する。
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【００５３】
　希釈弁６４は、給水切替弁４１ｇおよび薬液タンク３１ａに接続される。希釈弁６４は
、制御部７１と接続され、制御部７１の制御の下、給水切替弁４１ｇおよび薬液タンク３
１ａのいずれか１つと、水フィルタ６３とを連通させる。給水切替弁４１ｇと水フィルタ
６３が連通すると、すすぎ液導入部Ｒｉは、循環ノズル４４を介してすすぎに使用するた
めの水が処理槽２３に導入される。また、薬液タンク３１ａと水フィルタ６３が連通する
と、原液を希釈するための水が、薬液タンク３１ａに導入される。
【００５４】
　制御部７１は、中央処理装置（以下「ＣＰＵ」という）７１ａおよび書き換え可能なメ
モリ７１ｂを有する。制御部７１の機能は、ＣＰＵ７１ａがメモリ７１ｂに記憶された各
種プログラムを実行することによって実現される。
【００５５】
　制御部７１は、後述するリプロセス処理を行い、内視鏡をリプロセスする。リプロセス
処理では、制御部７１は、還元剤導入部Ｒｄを駆動した後で、薬液導入部Ｄを駆動する。
また、リプロセス処理では、制御部７１は、還元剤導入部Ｒｄを駆動した後、かつ、薬液
導入部Ｄを駆動する前にすすぎ液導入部Ｒｉを駆動する。
【００５６】
　制御部７１は、リプロセス処理の他、例えば、濃度計３１ｅから入力される電流値に基
づいて薬液の濃度を検出し、薬液の濃度が所定の濃度よりも低いとき、図示しない表示部
に、警告メッセージを表示させる薬液濃度測定処理も実行することができる。
【００５７】
　ＣＰＵ７１ａは、メモリ７１ｂに記憶された各種プログラムを読み込み、実行すること
ができる。
【００５８】
　メモリ７１ｂには、リプロセス処理、薬液濃度測定等の内視鏡リプロセッサ１における
各種処理に関するプログラムが記憶される。
【００５９】
　すなわち、内視鏡リプロセス方法は、内視鏡にハロゲンの還元剤を接触させるステップ
Ｉと、ステップＩの後で内視鏡を消毒液または滅菌液に接触させるステップＩＩと、ステ
ップＩＩの後で、電気化学式の濃度計３１ｅで消毒液または滅菌液の濃度を測定するステ
ップＩＩＩと、を含む。また、内視鏡リプロセス方法は、ステップＩとステップＩＩとの
間に、内視鏡をすすぐステップＩＩａを含んでも構わない。
【００６０】
　（作用）
　続いて、内視鏡リプロセッサ１の作用について説明をする。
【００６１】
　図３は、本発明の実施形態に係わる、内視鏡リプロセッサ１のリプロセス処理の流れを
示すフローチャートである。
【００６２】
　内視鏡による検査が終了した後、ユーザは、作業室に設けられたシンクにおいて、手洗
浄によって内視鏡に付着した汚れを落とす。その後、ユーザは、内視鏡をコネクタ４３に
接続して処理槽２３内に配置し、付属品を付属品ケース４２に収容し、トップカバー１１
を閉じ、操作部２２によってリプロセス処理の開始の指示入力を行う。リプロセス開始の
指示入力があると、制御部７１は、リプロセス処理を開始する。
【００６３】
　還元処理を行う（Ｓ１１ｋ）。制御部７１は、処理槽２３に還元剤を導入するための制
御信号を還元剤ポンプ５３ｂに出力し、洗浄液還元剤ノズル５１を介して還元剤タンク５
３ａから処理槽２３に還元剤を導入する。続いて、制御部７１は、送流体部Ｌを駆動する
。すると、循環口４１から取り込んだ還元剤は、送液ポンプ４１ａによって付属品ケース
４２内およびコネクタ４３に接続された内視鏡に送液され、また、循環ポンプ４１ｆによ
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って循環ノズル４４から処理槽２３内に循環される。還元剤は処理槽２３の中で、すすぎ
液導入部Ｒｉの水を使って希釈しても良い。還元剤が導入されると、内視鏡および付属品
に付着したハロゲンは、還元剤と反応し、還元剤中に溶出する。例えば、内視鏡および付
属品に付着したヨウ素は、還元剤である過酸化水素水と反応すると、ヨウ化物イオンとな
り、還元剤中に溶出する。所定時間だけ送流体部Ｌを駆動した後、制御部７１は、処理槽
２３の液体を外部に排出するための制御信号を三方弁３２ａに出力し、外部排液手段３２
ｂに処理槽２３の液体を排出する。
【００６４】
　洗浄を行う（Ｓ１１）。制御部７１は、処理槽２３に洗浄剤を導入するための制御信号
を洗浄液ポンプ５２ｂに出力し、洗浄液還元剤ノズル５１を介して洗浄液タンク５２ａか
ら処理槽２３に洗浄液を導入する。制御部７１は、送流体部Ｌを駆動し、内視鏡および付
属品の洗浄を行う。所定時間だけ送流体部Ｌを駆動した後、制御部７１は、三方弁３２ａ
に制御信号を出力し、外部排液手段３２ｂに処理槽２３の液体を排出する。
【００６５】
　すすぎを行う（Ｓ１２）。制御部７１は、すすぎ液導入部Ｒｉおよび給水切替弁４１ｇ
に処理槽２３に給水を行うための制御信号を出力し、水導入弁６２、希釈弁６４および給
水切替弁４１ｇを介し、外部給水手段Ｗと循環ノズル４４を連通させ、処理槽２３に水を
導入する。続いて、制御部７１は、送流体部Ｌを駆動し、内視鏡および付属品のすすぎを
行う。所定時間だけ送流体部Ｌを駆動した後、制御部７１は、三方弁３２ａに制御信号を
出力し、外部排液手段３２ｂに処理槽２３の液体を排出する。
【００６６】
　消毒を行う（Ｓ１３）。制御部７１は、薬液ポンプ３１ｂに処理槽２３に薬液を導入す
るための制御信号を出力し、薬液ノズル３１を介して薬液タンク３１ａから処理槽２３に
薬液を導入する。続いて、制御部７１は、送流体部Ｌを駆動し、内視鏡および付属品の消
毒を行う。所定時間だけ送流体部Ｌを駆動した後、制御部７１は、三方弁３２ａに制御信
号を出力し、薬液タンク３１ａ内に処理槽２３の液体を回収する。
【００６７】
　すすぎを行う（Ｓ１４）。Ｓ１４の処理はＳ１２と同じであるため、説明を省略する。
【００６８】
　なお、各工程の最後には、エアコンプレッサ４１ｃまたはアルコールポンプ４１ｄの駆
動によって除水を行っても構わない。除水については、説明を省略する。
【００６９】
　Ｓ１１からＳ１４の処理が、内視鏡リプロセッサ１のリプロセス処理を構成する。
【００７０】
　これにより、内視鏡および付属品に付着したハロゲンは、薬液に溶出して薬液タンク３
１ａに回収されないように、消毒を行う前に還元処理によって除去される。
【００７１】
　上述の実施形態によれば、内視鏡リプロセッサ１は、ハロゲンが付着した内視鏡を洗浄
消毒した場合においても、濃度計３１ｅに対するハロゲンの作用を防ぎ、濃度計３１ｅの
交換サイクルの短縮を抑える。
【００７２】
　（実施形態の変形例１）
　実施形態では、洗浄を行う前に還元処理が行われるが、洗浄と還元処理は同時に行われ
ても構わない。すなわち、ステップＩにおけるハロゲンの還元剤は、洗浄液と混合した状
態で内視鏡に接触させても構わない。
【００７３】
　図４は、本発明の実施形態の変形例１に係わる、内視鏡リプロセッサ１のリプロセス処
理の流れを示すフローチャートである。実施形態の変形例１の説明では、実施形態と同じ
構成については、説明は省略する。
【００７４】
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　実施形態の変形例１では、還元剤導入部Ｒｄは、ハロゲンの還元剤と洗浄液との混合液
を処理槽２３に導入する。
【００７５】
　以下、実施形態の変形例１の作用について説明をする。
【００７６】
　還元剤を含む液体によって洗浄を行う（Ｓ２１ｋ）。制御部７１は、処理槽２３に還元
剤を導入するための制御信号を還元剤ポンプ５３ｂに出力し、還元剤を処理槽２３に導入
する。また、制御部７１は、洗浄液を導入するための制御信号を洗浄液ポンプ５２ｂに出
力し、洗浄液を処理槽２３に導入する。制御部７１は、送流体部Ｌを駆動し、還元剤およ
び洗浄液の混合液によって内視鏡および付属品の還元処理および洗浄を行う。所定時間だ
け、送流体部Ｌを駆動した後、制御部７１は、外部排液手段３２ｂに処理槽２３の液体を
排出する。
【００７７】
　Ｓ２２からＳ２４の処理は、Ｓ１２からＳ１４の処理と同じであるため、説明を省略す
る。
【００７８】
　なお、図１では、洗浄液タンク５２ａと還元剤タンク５３ａとが別個に設けられている
が、還元剤タンク５３ａを設けず、洗浄液タンク５２ａに予め還元剤が混合された洗浄液
を貯留することにより、ステップＩを実施できるようにしてもよい。
【００７９】
　（実施形態の変形例２）
　実施形態では、洗浄を行う前に還元処理が行われるが、洗浄の後に還元処理を行っても
構わない。
【００８０】
　図５は、本発明の実施形態の変形例２に係わる、内視鏡リプロセッサ１のリプロセス処
理の流れを示すフローチャートである。実施形態の変形例２の説明では、実施形態と他の
変形例と同じ構成については、説明は省略する。
【００８１】
　以下、実施形態の変形例２の作用について説明をする。
【００８２】
　洗浄を行う（Ｓ３１）。Ｓ３１の処理は、Ｓ１１の処理と同じであるため、説明を省略
する。
【００８３】
　還元処理を行う（Ｓ３１ｋ）。Ｓ３１ｋは、Ｓ３１の洗浄の後に行われる。Ｓ３１ｋの
処理は、Ｓ１１ｋの処理と同じであるため、説明を省略する。
【００８４】
　Ｓ３２からＳ３４の処理は、Ｓ１２からＳ１４の処理と同じであるため、説明を省略す
る。
【００８５】
　（実施形態の変形例３）
　実施形態の変形例１では、洗浄と還元処理が同時に行われるが、すすぎと還元処理が同
時に行われても構わない。
【００８６】
　図６は、本発明の実施形態の変形例３に係わる、内視鏡リプロセッサ１のリプロセス処
理の流れを示すフローチャートである。実施形態の変形例３の説明では、実施形態と他の
変形例と同じ構成については、説明は省略する。
【００８７】
　以下、実施形態の変形例３の作用について説明をする。
【００８８】
　洗浄を行う（Ｓ４１）。Ｓ４１の処理は、Ｓ１１の処理と同じであるため、説明を省略
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する。
【００８９】
　還元剤を含む液体によってすすぎを行う（Ｓ４１ｋ）。制御部７１は、処理槽２３に還
元剤を導入するための制御信号を還元剤ポンプ５３ｂに出力し、還元剤を処理槽２３に導
入する。また、制御部７１は、すすぎ液導入部Ｒｉおよび給水切替弁４１ｇに処理槽２３
に給水を行うための制御信号を出力し、処理槽２３に水を導入する。制御部７１は、送流
体部Ｌを駆動し、還元剤および水の混合液によって内視鏡および付属品の還元処理および
すすぎを行う。所定時間だけ、送流体部Ｌを駆動した後、制御部７１は、外部排液手段３
２ｂに処理槽２３の液体を排出する。
【００９０】
　Ｓ４２からＳ４４の処理は、Ｓ１２からＳ１４の処理と同じであるため、説明を省略す
る。
【００９１】
　なお、図１では、循環ノズル４４と洗浄液還元剤ノズル５１とが別個に設けられている
が、洗浄液還元剤ノズル５１を設けず、還元剤タンク５３ａを循環ノズル４４に連結する
ことによって、ステップＩを実施できるようにしてもよい。
【００９２】
　（実施形態の変形例４）
　実施形態では、内視鏡および付属品に付着したハロゲンは、還元剤導入部Ｒｄから導入
される還元剤によって還元されるが、内視鏡リプロセッサ１外において還元剤によって還
元されても構わない。
【００９３】
　図７は、本発明の実施形態の変形例４に係わる、内視鏡リプロセッサ１のリプロセス処
理の流れを示すフローチャートである。実施形態の変形例３の説明では、実施形態と他の
変形例と同じ構成については、説明は省略する。
【００９４】
　以下、実施形態の変形例４の作用について説明をする。
【００９５】
　還元剤によって内視鏡を手洗浄する（Ｓ５０ｋ）。作業室のシンクにおいて、水等によ
って内視鏡が手洗浄された後、還元剤によって内視鏡を手洗浄する。なお、内視鏡を還元
剤によって手洗浄する方法は、どのような方法でも構わない。
【００９６】
　内視鏡を内視鏡リプロセッサ１にセットする（Ｓ５０）。
【００９７】
　Ｓ５１からＳ５４の処理は、Ｓ１１からＳ１４の処理と同じであるため、説明を省略す
る。
【００９８】
　なお、実施形態および変形例では、還元剤導入部Ｒｄは、還元剤ポンプ５３ｂを有する
が、還元剤ポンプ５３ｂは有しなくても構わない。例えば、開閉弁等の開閉によって還元
剤タンク５３ａから流れ落ちるように構成しても構わない。
【００９９】
　本明細書における各「部」は、実施形態の各機能に対応する概念的なもので、必ずしも
特定のハードウェアやソフトウェア・ルーチンに１対１には対応しない。したがって、本
明細書では、実施形態の各機能を有する仮想的回路ブロック（部）を想定して実施形態を
説明した。また、本実施形態における各手順の各ステップは、その性質に反しない限り、
実行順序を変更し、複数同時に実行し、あるいは実行毎に異なった順序で実行してもよい
。さらに、本実施形態における各手順の各ステップの全てあるいは一部をハードウェアに
より実現してもよい。
【０１００】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変えない範
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【符号の説明】
【０１０１】
１　　 内視鏡リプロセッサ
１１　 トップカバー
２１　 装置本体
２２　 操作部
２３　 処理槽
３１　 薬液ノズル
３１ａ 薬液タンク
３１ｂ 薬液ポンプ
３１ｃ ボトル接続部
３１ｄ ドレーン弁
３１ｅ 濃度計
３２　 排液口
３２ａ 三方弁
３２ｂ 外部排液手段
４１　 循環口
４１ａ 送液ポンプ
４１ｂ 流路切替弁
４１ｃ エアコンプレッサ
４１ｄ アルコールポンプ
４１ｅ アルコールタンク
４１ｆ 循環ポンプ
４１ｇ 給水切替弁
４２　 付属品ケース
４３　 コネクタ
４４　 循環ノズル
５１　 洗浄液還元剤ノズル
５２ａ 洗浄液タンク
５２ｂ 洗浄液ポンプ
５３ａ 還元剤タンク
５３ｂ 還元剤ポンプ
６１　 給水ホース接続部
６２　 水導入弁
６３　 水フィルタ
６４　 希釈弁
７１　 制御部
７１ａ ＣＰＵ
７１ｂ メモリ
Ｂ　　 薬液ボトル
Ｃ　　 洗浄液導入部
Ｄ　　 薬液導入部
Ｅ　　 電極
Ｌ　　 送流体部
Ｍ　　 浸透膜
Ｒｄ　 還元剤導入部
Ｒｉ　 すすぎ液導入部
Ｗ　　 外部給水手段
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